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「さらなるお客様サービスの向上」 を目指して 

車内案内表示を多彩な情報提供が可能な 

液晶ディスプレイタイプに変更します 
 

  
 京成電鉄(本社：千葉県市川市、社長：小林 敏也)では、お客様サービス向上を図るため
３０００形、及び３７００形車両の車内案内表示器をＬＥＤタイプから液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）タイプに変更します。 
３０００形については１７インチＬＣＤに改修し、１２月１日（金）より順次営業運転

を開始します。また、３７００形については１９.２インチＬＣＤに改修し、既に１０月  
１３日（金）より営業運転を開始しております。 
改修後は、よりわかりやすく停車駅等のご案内が可能になるほか、多言語（日本語・   

英語・中国語・韓国語）でのご案内が可能となり、訪日外国人のお客様の利便性も向上し
ます。２０２０年に開催される東京オリンピック・パラリンピックを見据え、２０１９年
度中に工事を完了する予定で、３０００形、３７００形の全編成が液晶ディスプレイと   
なります。 
 

記 
 
１．対象車両   ３０００形（２５編成１５２両） 

      ３７００形（１４編成１０８両） 
     
２．導入時期  ３０００形：１２月 １日（金）より 
   ３７００形：１０月１３日（金）より 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

【改修後（ＬＣＤタイプ）】 【改修前（ＬＥＤタイプ）】 

【３０００形外観】 

３０００形 
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以上 
 

【改修前（ＬＥＤタイプ）】 【改修後（ＬＣＤタイプ）】 

【３７００形外観】 

３７００形 


